
端数処理区分について 

 

 

 土木積算システムで表示されている端数処理区分は以下の構成となっています。 

 

《例》 

 

  ＠４C 
 

桁位置 
① 

左側 

② 

中央 

③ 

右側 

指定内容 

＋：整数部 

０：0 円止め 

１：十円止め 

２：百円止め 

３：千円止め 

４：万円止め 

A：切上げ 

C：切捨て 

R：四捨五入 

－：少数部 

０：整数止め 

１：小数 1 位止め 

２：小数 2 位止め 

３：小数 3 位止め 

４：小数 4 位止め 

A：切上げ 

C：切捨て 

R：四捨五入 

＠：有効桁数 

１：有効１桁止め 

２：有効 2 桁止め 

３：有効 3 桁止め 

４：有効 4 桁止め 

A：切上げ 

C：切捨て 

R：四捨五入 

 

① ② ③ 

※ 「@4C」の場合は、有効 4 桁止め

（5 桁目以降切捨て） 
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